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蔑知県下のク灘ム鉄鉱床および蛇紋嶽
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柘牽稽脊の産ツ唱＿〆）いて二険討しノ瓢結渠，轍ごんど縫気密質轟．麩
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　高知県西部の高階野鉱床・永野鉱床の塊状鉱は，県下

の池産地盗比較し特微的である・すなわち本県下では最
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状というよ1ラはむレろ粒問を埋めて存在する。またおお

むね尖鋭な魚結晶が多く，不透明部を主とし，褐色部は

雲割以下で，タイプとしては，兵庫県関ノ宮地区産に似

る，ン

　また柚ノ本鉱床のものは，不透明部中に少量の褐色部

がほぽ粒状をなして存在するという特徴のある鉱石もあ

る。

　紡月鉱床産の鉱石のうち，やや細粒質の斑状鉱には，

少騒のカyラン署を含有し，かついくぶん縞状鉱様をな

すも騨）がある．
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鉱床産は驚ぐ）｛擁0暴系と判断される．

　なお各鉱石の化学成分は第至表に添したが，このN甑

と，第鷲表のX線回折試験のN“おは同一である，

甑　鉱床餐説

　§」　欝知市および周辺地区

　葬工嚢　円行寺鉱床

　この鉱床は，高知市北部の円行寺部落のやや南に位置

覧、，窪鉱床がある，

　本地区中議も稼行され葱鉱床の垂つであるが，現在は

すべて採掘ずみで現在少量の蛇紋岩を細料用，耐火物驚

として患鉱している訟歌は前述のとお！）である．

　最南位の第翼鉱床は最も稼行された鉱床で，地質鉱床

図は第蘇図に示した．鉱床は，3坑では，走向ほぼ東西

の鷺条で，北側の鉱床は北に驚一蔭ゲ傾斜し，南側のもの
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質塊状鉱の鉱床で，灰格柘榴石・童泥石を少量伴なう．

岱坑には鉱床はみられない。

　いずれも鉱床はほとんど採掘ずみで，新規の探鉱紅も
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い欝が，い一野激もにも／で蒙ノぢ癖癒蓮）幹と考え’淑。蕉〉印

　購暮嚢広鰻潔讃，一走毒13、期、墨∫讐1環，霧斜・讃ン＼静o酎叡プぜ履　翼を

約壽靴搬i下つてい愚め㍉現在は鉱床を1認めない，・

　載乱蒙　溝塾縷梼ミ

　薦薦1市東矧3グ）岡鷹姜1．i．iは，1鰭紋凝｝からなるが，こ約～霧体

1船に3画・磯力署野の探嶺肇諺窃寿凝銚る導

　、このうち1菊部のものは，かゼ》て少量の出撫叢をみ・たと　〉

ことであるが，現在で旗よ坑遜および圭憲．授とも鉱床を認め

ない、、

　索講のもぎ）は夢走向講西で二鉱にε（）淘7（）§謬菱余尋す協タ勢

な謬撒蓬を携響菰L．・たもゲ）で，騨ぎ端1紅は鐘触∫が認厩）られる心

ごの1　撃）；lu躍瓢靱虹、雌疇斐ミ㎡！ぐい難が糸勺婆継の夢勇門下i）搭議

鉱が行な｝舞れた／芋があり，また購側轍も欝，灘菱携懸斌および

坑1雛、驚鋭ヤ、行なノた箇y濁がある力毫タいずれも現冶三では鉱

瀦、．を謎！めな㌔・。

　擁罵鎌1床は，ノ罫燦摸毒蘇梁・鉱に1終凌台しプ離度で出叢麹はノレ

　、紅す馳きyな、・もび）と鷲え　れる昏

　馨．乳馨　二・ヒ信葺舞銭ヤ床

　　　　　　　、欝黛窒欠ブ癖1鱗唱繭後まで1鉱オた、1），ノ卦趨摸に・購ミ

手学ナ／、叡壼二を繕奏拾三裟1翫といオ）3し葛導翻蔦兼は騰｝穫リレ1犬イ1二／．ー

た緑色の蛇紋岩中に，走滴N菊聡，　ほぼ藁直の傾斜を

なし｝ぐ建鏑脅乏ノたようで，謬敦爵甥響にわたつ風蓼ξ菰道捲縛姦広め三，r

なわ率Lた．む強三三麹広揖葺の穿屈轡Bγ一ζ聾演，1臨藩鞍プく離／2（）灘論ヴ）｝範鑓1

に，少量の粗粒質斑状鉱がみられ，下部へか隷1）連続し

たも春今と、饗、わ薄t鶏。　隷お／篶ζ鐘1にはそびン／慰墨駄牽彊饗婁お。敏毒ミ緯甕

簿誉鞍跨蓼無決錨1が1警“）1　・の！天1餐壕灘縛籍落載・i簸イ楽している。

　擁試鉱矯ξの塊病凝藁誰ン翼下に垂馨練1眉凝ン含催峯撲慧が呈Q暫藩畿度

墨筈F，撫かな参μ》ない馨鋒敦がと琵〉る。

　馨．1．毒　著ン．月鉦｛蕨ミ

　初月の柴巻部落に薫つの鉱床がある。東蔀の鉱床は，

3藝 （淑鷺）



ドのン窟ム欝く訴旧、瑳1　、びi鰭1　器　 馨／群・ll　l1奪）

露頭部では鉱沫はみられず，その下部への坑’熱縁嬢し

て入坑不能のため詳細は不明である，、

　繋葵音iミの鋭講駅はラ　N淑｝臨丁触向におおマ之ねレン「ズl／犬をな

Uて黛，暴グ）鉱体を胚胎したというが採掘ずみである。

この約1（）瓢下部め轟ブ1ぐ部嬢鎌、部へ向か’ご探凝擁叢が掘

進憲れたが隼着鉱しなかつたという。

　鉱響は緻密麗悼塊状鉱を窯としたようであるが，その他

粗熟囲匙7瀬．）！聚鋭1お【数びやや纐剰三の斑三溶雛猟も貯鎌許llにみら

れ，る、）
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　甑叢藩　 聾i弱／菰曙蔓

　高知厳；拠1獲剖／の葦｝野源1羅藩の北部に1旋置し芦第鷺次大戦

毒f費こかな診齢瀞道鋳詠麹重1を行な）たが翻誘璽難騨）た；め／水止した

といわ承、，現在では坑遵はすべて髭韻魁てい翫

　付滋の母：器は，緑色の塊状蛇紋署を主とし．部分的に

・やや黒色のノヤ状蛇紋＝震を梓なう。

　1駄！華の1娩機ぎ形霞熱は習く明であるが，鉱石はやや脆弱な

粗粒質塊状鉱で讐品位轟かな賛高い｛奏のであつたことは

付近の貯鉱からみて明hかであ遜．こ（ノ鉱石を鏡下に観

察すれξ。薪，蛇紋；鷲の含有妻はきわめて少なく，鉱物粒は

かな墾大器くて，褐色部を主とレ，講辺に少ll．の不透明

部を伴なうもので網状に膜格麹・i榴》響を含蒋する“

　な、お聴窩鉱納ミの鷹ギプぎの｝ヒ黒齋i玉落においても弊かつて稼行

さオ集た覇隼があるというが夢論蹄懸は二響1男である“

　睦．黛　／欝婁畢地薩

　馨、驚．箋　相三．谷錬広／末

　糞舅隅欝瓢餐騰チll移の蓑餐ソブ葦糞二算蓬芦i？魯い鐙柱』握に／l．／，／茅　零

鍵甑舞＃力叢凄恐肺

　第1鎌藷笹はン　驚力拶？紅おいて露蕊須携蒙姦戴および！究礁携繊

が行なわれたが，いず粟しも1照麹初頭に壌雛争罫聴れ，　第黛董欠

大戦喋1も小規模に1蒙行され、た1が以後羊木↓総しズi麗擁三に蚕つ

ている融

　付近の母岩は，灰魏・緑灰弓黙色などを盤する片状i鰭

紋岩を主惹する。

　鉱床韓規在は全く認め蕪れないが，採掘、跡から推罵／．／

て，港鶴辮綴／慰，鮫斜ほほ灘1参劣勢なものと考え藁三）

れる無

　な藩5一帆嚢寺憐ツ与ヲレ鋭1の1業叙1も行読凱漆ひ才も、飯と　）こ、慕罹びあ

る難

　第驚鉱床は簿　黛力酵こおいて露叢痩激3．勲び坑ラ蕊探鎌1慰行

な、つたもので，第驚次プ◎識申観3（）～旗）套の出紐1をみた．総

ジ）こ、騒。で～銚る韓

　付湛iは》い機爵三皐文雛からなり，療難緊はみ曝れ憐誠醒撃糞！は確く

曙で，一蔀では掘下りを行なつてい恐が水没Lている。

　第3鉱床は，1講2撫携ど一部坑．鰻探鉱を行熊つた．よう

て“，　講峯驚’欠i、汽ll激中轍／寒欝しノ瓢とザう⇔

　付近は片状蛇紋1誉li．ゾな碧，鉱床は不醗で～るが，多

う雄　天麟織導鱗ζ　　られ辱難1試｝暖叢酷　お．1雛び撲慰）讐義の黛

’　〉霧か養に／磯誰オ℃た・潜に彗難胎さ屡むた鍵勢ノ試も紛でふつ

たと一約爵．誹離．る、、

　馨烹，窯　β、嘗犠護菰床l

　l窯谷鎌1床び1欝霧二器ラ灘孫のi藩方綾糸泉・1寸巽鶯に韓コ巌し，遊路

沿いに7坑道によ一・業きて1饗鉱　艦ミ鋭1が行な愛穿れ六．“

　付近｛）母紹謝塊）き犬蛇紋燐を、／lとす熱。

　鉱床は走同欝〔／黒，傾斜ξ灘畷30』麟で，東部ほど緩

傾雛魏献隷蒸甦潭きは葺大3奪一5簸雛湊程度であるが，これ

二沿／ブぐ露・瀬掘！3を行ない，き藷にこの1部延葺部へ坑

遺轟甑を行髭ズぐいるが湾葺1鉱せず申止L　酔いる韓　しTたが

つて鉱床の：1墾　譲，変1毒操藤長約驚○牒，傾薙瀦延萎乏蓋脚雲業籍

☆諜☆
　　　く　　ノノ

　　麟低、』＼、

　　　　、、＼4　、∫町　〉

　　　　　　厩ミダミ鐸　讐　調　　　三

　　　　　　　な蕗嚢
　　　　　　、》1

　　　　　　　　　奴

L　黒 一」別￥＼＼

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　廷

幅隻（｝　唱（）礁嵐ノ）ものであつたと擁ミ定さ羅レる貸

　南側の3坑道は，繭擦穀ご別鉱床愈探鉱したものであ悉

が爵鎌難未は認められず叢羊糸l／i不明である導

　なお本鉱床には鉱濯認み膨れ／畿，ま搬雛にも鉱聡が存

嶺三しないので鮮毒菰雁鐸こンついては滞繋1彗であるが童　茎1分・1数密

質声鬼状錬蚊よりな．恐ものであつたと擬倉儀漂され・葛藤

3罫一（叙）雲）



地賓調査所遡報（第搭巻第　号）

麟．嚢溜　柚ノ木鉱床

本鉱床は高岡郡越知町の北爾部，仁淀1“の左岸に位置
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第警繍c　譲i．事第蔓鎌薙図

し，碁つグ）鉱床からなる．

　こニジ残舵誰文岩は，　1融擁く案蓬サ翼群に毒翼する砂岩を謡三とし，…

部に粘板岩を有する帯に賦存する。蛇綻岩は，緑色の片

状蛇紋岩を主とし，その他特に下部では塊状蛇紋岩が多

く，…部にはタ．ルク質塞たは黒蛇紋なども存在する・

　第ま鉱床は讐菊略研Wの1条の鉱床で，この樋押

しおよびこの下部約驚雛か農）の立入れを行なつている

が，現在は鉱床はみられない。

　第2鉱床は，走向ほぼN3研W，長径4撒，短径3～

尋鎖，幅50－60撒激，の規模を有するレンズ状鉱床で，

北東に約3鋼の傾斜を示す。掘下夢は，水没び）ため不明

であるが，残柱に灰格柘榴石を随伴する緻塘質塊状鉱が

みられる．

　第3鉱床は，黛噂所において坑道掘進が行なわれてい

るが，主要なものは東位のもので，走向N6研W，傾斜

婆伊Nの鉱床と考えられる・鉱石は灰格柘榴石・葉泥石

を随伴する粗粒質斑状鉱・緻密質塊状鉱である・そヴ）地

の坑道には鉱床は認められない．

　第慈鉱床は，走向N盆㌍E，傾斜璽）～5奪SEび）！泳状を

呈し，走向無長約慕G瓢，傾斜延長約婆O撚の範闘に断続

したようで，厚さは劣勢であつた模様である．坑道は走

向に沿い各約量伽ガ）問隔で，3ヵ所において掘進されて

いるが，最北部の坑道がもつとも稼行されたようであ

る。現在は各坑道とも，水没または崩壊して鉱床はみら

れないが，餅には灰格柘榴石・藁泥石を伴なう緻横質塊

状鉱がみられる。

　各鉱床の鉱饗の特徴について述べれば，塊状鉱にはお

おむね少量の透輝灘がみられ，鉱物粒もかな！）大きく，

褐色部を主と靴、，少量の不透明部を伴ない，砕破構造は

一定方向に存在することが多く，ごの場合灰格柘榴石・

薬泥石などもこれに平行して存在する。なお第3鉱床の

塊状鉱には，不透明部中に粒状に掲色部が存在する特徴

的な形態をなすものもある。

　第婆鉱床には一部にやや細粒質の斑状鉱があ！），これ

は破砕構造が触く，不透明部のみからなるもので，斑状

鉱の一般傾向に一致する、

　、鉱石のX線回折試験結果では，鉱石はおおむね挑（）・

（α，A爆03系グ）もグ）で，詠石は蛇紋石を主とし，少量

の緑泥着を伴なう．

　馨．書濤隙地落

　本県グ）北鱗端，愛媛県に接する高岡郡濤原村には，東

部の永野鉱床と，西部ぴ）高階野鉱床の黛つがある・

　聾．灘　永野鉱床

　この鉱床は，騰万川層のチヤートと，白木谷層群の境

に，ほぽ爾に伸長して賦存する蛇紋岩申に胚胎する鉱床

で，蛇紋岩はほとんど外観緑色を呈する塊状蛇紋岩であ

る。

欝…一⑫04）
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　．本鉱床は，ほぼ1灘の走向を有づ一る鉱床を，西かE類旗

鉱床・申央坑・東部坑によって探鉱，採鉱を行欺つたも

ので，さらに東部坑の南／蚤ン1の／柴1鉱地がある、

　ll鉱！未のうち，も〆）と魂嫁行されたもグ）は蒙翼鉱床で，

中央坑・東部坑で1濾小規模の坑道探1稜広を行なつた灘痩二

・す‘ぎな』・“

　西釦く床にはいず壽し墨、走講ほぼ1東麟ラ　傾余斗1鷺一509Nの

窪条の鉱床があるが最蒔位のものがもつとも稼行され，

露：頭探鉱および坑道努麟進を行な〆）た。坑道には，．

と下部坑がある，、下音爵説は，樋拷1しお歓び立』入オ／．を行な

つているが．立入れメ充1蕊韓弩携裏瓢』ぐい熱，，さら1こ坑鑓付

近には，一一・5呈鷺までの掘『ドリめ裏あるが排水難のた1め中．止

している。、．1二調／坑醸二，鑓押し坑道で籍f々／こ擁i㎜Lり芸隷、よび

掘下ll）で採掘した魏｛があ！り，いずれも採掘跡は充填ずみ

であ養，、この翻広床はかな摯の1．娯鉱をみた、諏うであるが，

下部坑水準がほとん…“川の水準と変わらないために，鹸

斜延．疑の探鉱．採鉱が1捌難であ蓄浸二いう難、ギ、毅があつで中

．止したもの無意えbれぞ

（山鶴隔蕪三春）

隷かな1）特微的な鉱石び，破砕作用が軽微で，淡編ない

気、謁蝕部を1主とし，辮’に少戴の不透明部を伴なうゑ㍉

ややil／形に，、捻い麟豪誓晶が多くくきいずれも蛇糸文1石で鱗！めら

雛ゾーてレ・擦、」

　後夢1・、，ノレ黛、越）透鵜纏ヨを随伴弓¶る低躍1位の鉱油蒼で，組

織隷どは一 仲般のものと変ゑらない、、

　馨爆謹　蕩階婁予金ね床

　率鉱床は，㍍木谷麟群ぴ粘板暑申に，ほぼ東顛に伸長

して1蔵存1する蛇紋）岩瞬球講｛溝融する鉱床で，蛇紋岩は北音1玉

では片状蛇紋岩が，南部では塊状蛇紋罎が慧越する．

／
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／

4
半
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　　　　　　　．．、翫演奥

　　　　　　　ぴピ識4熱　 プジ　　　　　　叉∫1
　　　　　　　　　　　／　　　　1

第　“　i墳 該康撫、1

　鉱石は粕粒質斑状鉱ないし緻籍質塊状鉱を主ミ沈，一

部露頭付近には申率立質の斑状鉱もある、》前者は本地区で

　　　　　　　　　　　／＼

λ　＼＼

rl＼　／　／1／
一・必廉喪ぐド＿／

　　　　　　　ノ　　　！

第　廉i1窯　　　癖 薙三　　1聴図

　鉱床には，北鉱廉と榊妹力叢あl／，さら／ひ部に探鉱

．軽巨もある、、

　北鉱家には，坑1．1よ！）ほぽ東に向け℃かなり坑道掘進

が行なわ磨ノぐい蔦が鉱床は1無くみ1胤れない。多分地表部
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